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【事後レポート】

JR大阪駅・大阪ステーションシティ【時空の広場】で結婚式を開催

行き交う人々からも祝福が 新たな結婚式のカタチ「パブリックウェディング」

PRESS RELEASE

「ウェディングをもっと自由に・もっと意義深く」をコンセプトにオリジナルウェディングをプロデュース

するWEDDING DESIGN LAB（株式会社MITAKA 本社：大阪市 代表取締役：村井宏輔）は、９月９日（日）

JR大阪駅・大阪ステーションシティ【時空の広場】にてパブリックウェディングを行いました。

結婚式を行ったのは「今まで経験した事のない、心に残る結婚式を」という思いでウェディングプロ
デュースをWEDDING DESIGN LABに依頼した岡本夫妻。
新郎新婦が登場すると、列席者92名と大阪駅を行き交う多くの一般来場者から盛大な拍手が贈られ、
会場はお祝いムードに包まれました。

“日本の良さ”を活かした和装での挙式を、もっと岡本夫妻らしくというWEDDING DESIGN LABの提案によ
り、和装人前式のスタイルで挙式が行われました。
新郎が岡山県で繊維事業に関わることから、岡山県の特産品「デニム」をキーアイテムに取り入れ、ハ
ンドメイドが得意な新郎新婦作のアイテムを中心に“和とデニム”が融合するモダンな挙式場が時空の広
場に出来上がりました。
また、列席者・通行人と分け隔てることなく多くの人々と幸せをシェアでき、街に幸せが広がるように
と願い、今までにはない新たな結婚式のカタチ「パブリックウェディング」で行われました。
偶然時空の広場に居合わせた一般来場者も、挙式が始まると足を止めにこやかな笑顔で温かな拍手を
贈っていました。
挙式を見た感想を伺うと「結婚式を見るのはもう10年以上ぶり。新郎新婦の初々しいその姿に思わず笑
顔になりました。幸せを分けてもらえてラッキーだったなと思います」と笑顔で語ってくれました。

近年、結婚式を挙げるカップルが減少する中、従来のような式場やホテルのスタイルとは一線を画し、
新郎新婦のこだわりや個性を生かしたオリジナルウェディングが注目を集めている中、WEDDING DESIGN 
LABが新たな試みとして行った“パブリックウェディング”は、列席者だけでなく、一般来場者からも喜び
の声を受け、街中に幸せが広がるウェディングとして成功を収めました。



【事後レポート】

JR大阪駅・大阪ステーションシティ【時空の広場】で結婚式を開催

行き交う人々からも祝福が 新たな結婚式のカタチ「パブリックウェディング」

本件に関するお問合せ先

株式会社MITAKA（代表：村井宏輔 / 結婚式プロデュースブランドWEDDING DESIGN LABを運営）

TEL：06-6210-4530 / 090-9549-5394 FAX：06-6210-4534

MAIL：h-murai@mitaka-ltd.jp 担当：村井/杉山

コメント

◆新郎様◆
パブリックウェディングということで、想像もつかず心配だった
ところもありましたが、当日を迎えると本当にたくさんの方々か
ら祝っていただくことができて、これからふたりでスタートする
自信になりました。
列席の方以外にも多くの方と幸せを分かち合うことができて、本
当に良かったです。

◆新婦様◆
思っていた以上に列席者以外にも、今まで支えてくださった方々
が見に来てくださっていて、とても感動しました。
ゲストの皆様にとっても、今までにない心に残る結婚式であれば
嬉しいです。

◆WEDDING DESIGN LAB代表村井宏輔◆
今回は多くの関係者様のご協力により、新郎新婦様の自分たちら
しいウェディングを実現したい！という思いをカタチにすること
ができて本当に良かったと思います。
これからもウェディングという大切なライフイベントを魅力ある
ものにしていくため、結婚式を行うことの本質的な意味や価値を
自由に表現していきたいと思います。

【WEDDING DESIGN LAB 概要】

2015年から株式会社MITAKAが運営するウェディングプロデュース事業のブランドとして本格スタート。
関西圏を中心に、従来の式場やホテルといった会場ありきのウェディングではなく例え小さなことでも「
どんな思いで、何を実現したいのか」というコンテンツ先行型のウェディングを展開。
インターネットによる集客のほか、「まず話を聞くことから」とリアルな
コミュニケーションの場として、大阪駅直結の大型書店に相談カウンターを設置している。


